






























































写真 1-3 クライミングシューズ (左)，チョークバッグ (中央)
及び液体チョーク (右)




















































































表 2ーl 都道府県別クライミングジム庖舗数 (2015年l月現在.353施設)
北海道 北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島
東北 8 3 3 4 2 7 
関東
東京 埼玉神奈川 千葉 茨城 栃木 群馬
60 15 25 12 6 1 5 
北信越
富山 石川 福井 山梨 長野 新潟
5 4 4 8 6 
東海
岐阜 静岡 愛知 三重
15 12 27 4 
近畿
滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山
2 6 32 14 4 4 
中国 島根 岡山 広島 山口 鳥取 徳島 愛媛 高知 香川
四国 3 4 4 。 3 
九州
福岡 佐賀 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 長崎
















2014年 9月時点の民間クライミングジム庖舗数 343庖舗は. 5年前の 2009

















































定義から植田は， 1"過去 l年以内に l回以上クライミング施設に行ったこと
のある人口」を推定している。その結果， 日本のクライミング人口を50.2
万人であると推定している (htp:j jmickipedia. blogl13.fc2.comjblog引 lt
ry-82.htmJ)。さらに植田は，スポーツクライミング競技人口を他のスポー




























ルー ト リー ド より高く
スピー ド より速く
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① ボルダリング
ボルダリングは，約4メートル程度高さのクライミングウオールに，スター
トからゴールまで 4~12 個のホールドで作成されたコ ー ス (課題) が複数
(通常 1 ラウンドあたり 4~5 課題)設定され，設定された時間 (通常 1 課題

















リードは，幅 4-5メートル，長さ 15-20メートルで，平均 40個程度の
ホールドで作成されたコース (ルート)を手がかり足がかり としてゴール
(完登)を目指して登っていき，その最高到達点 crより高くJ)で競う種目








スピードは，長さ 10メートルまたは 15メ トールのあらかじめ形状やホー
ルドの配置が統一されたクライミングウオールで，スタ トーからゴールまで
いかに速く到達するか crより速くJ)を競う種目である。またスピードには，
レコードフォーマ ット (写真 3-3)とクラシカルフォーマ ット (写真 3-4)
の2つのスタイルがあり，ワール ドカ ップや世界選手権などで実施されてい
るスピー ドは， 15メートルレコードフォーマ ットである。15メートルレコー
ドフォーマ ットの男子世界記録は，ウクライナの選手が 2014年にマークし
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• JAP AN CUP (L， B) • World Cup (L， B， S)
-日本選手権 (L) • World Champion-
(13歳以上) ships (L， B， S)
トップレベル
• European Cham-
pionships (L， B， S) 
• Asian Champion-
ships (L， B， S) 
(16歳以上)
-ユース選手権 (L，B) • World Youth Cham 
-全国高等学校選抜 (L) pionship (L) 
ユース
-クライミング選手権 (L) • European Youth 
(14歳以上-19歳以下〉 -ジュニアオリンピックカップ (L) Championships (L， 
B， S) 





その他・一般 • MAMMUT CUP (L) 
• The North Face Cup (B) 
• FIVE TEN CUP (L， B) 
• BLoC (B) 























よぞ リー ド ボlレター リング スピード
l位 日本 オース卜リア ロシア
2位 オーストリア 日本 ポーランド
3位 フランス ロシア ウクライナ l 
'--
表5-2 2014年シーズン種目別国別ランキング
よぞ リー ド ボルダリング スピード
1立 オーストリア 日本 ロシア
2位 日本 フランス ポーランド









































































































































































































国際規則(INTERNATIONAL FEDERATION OF SPORT CLIMBING RULES 
2014) https://www立邸宅1imbing.org/index. ph p / world-com petition/ event-
regu1ation (2015年 l月時点〕
西谷善子，山本正嘉:オーストリアにおけるスポーツクライミングのトレーニング
システム，登山研修.26:5-10.2011.
(みずむら・しんじ 文学部教授)
(はかまだ・なおと 立教大学大学院コミュニティー)
福枇学研究科修士課程
(にしたに・よしこ 文学部兼任講師)
